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◆「地域支え合いセンター」とは 

このセンターは、自由に集まれるたまり場や、住民同士の見守り、相談活動、 

サロン、食事会などの実施をとおして、孤立や生活不活発病防止活動と仕事 

づくり、まちづくりを目的としています。 

ここには、個人や家庭内の課題に気づき、寄り添い、支援したり、支援機関 

につないでいくための「サポーター」と呼ばれる職員を配置し、地域からの協 

力者による「運営推進員」とともに、特定の小地域・コミュニティを対象として、 

要介護になっても、障害をもっても、その地域で安心して住み続けられる支援 

や環境の整備を行っていきたいと考えています。同時に、子育てや子育ちの 

支援をとおして、幅広い世代の交流を行います。 

 

地域支え合いセンター 
本部： 〒981-0954  仙台市青葉区木町 16-30  シンエイビル１Ｆ 

特定非営利活動法人  全国コミュニティライフサポートセンター（ＣＬＣ） 

           TEL ０２２－７２７－８７３０ 
現地事務所・連絡先： 〒981-0936  仙台市青葉区千代田町１－１３ 

「国見・千代田のより処 ひなたぼっこ」内 
TEL ０２２－３４３－１３４０ 
FAX ０２２－３０１－８８２１ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

宮城県より「新しい公共の場づくりのためのモデル事業」として、

仙台市市民局市民協働推進課とともに受託し、『国見地区 地域支え

合いセンター』を設置・運営することになりました。 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
  

 

 
各関係機関と連携し、見守り活動を行い孤立化防止活動を

行います。 
 

見守り活動 

 
地域の方々の交流の場となる地域サロンを実施します。 
時節のミニイベント等を開催し、交流の場であるととも

に、さまざまな学びの場としても活用していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域サロン 

外出サロン 

ミニイベント 

 
ひなたぼっこにて、地域食堂および惣菜の販売・お弁当の

配達を行っています。 

食事の提供 

 
何らかの障害により自宅での生活が困難な方（自力での生

活が困難な方で、行き先がまだ決まらない方等）や、一時

的に保護が必要な方に対し、ひなたぼっこ内を一時宿泊の

場として提供しています。 

一時宿泊 

 
サポーターや運営推進員に対する研修会を開催します。 

研修会の実施 


